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温泉水でも安定した熱交換が可能な熱交換器を開発 

―温泉水から析出する固形物を除去し、熱交換効率の低下抑制に成功― 
 

NEDO、東北大学、（株）馬渕工業所、小浜温泉エネルギーは、温泉スケールと呼ばれる固形物

が析出しやすい温泉水でも安定した熱交換が可能な熱交換器を開発し、1カ月間の温泉熱回収

の実証試験に成功しました。 

今回開発した熱交換器は、熱交換器に付着した温泉スケールを自動的に取り除くことで、熱交

換の効率を維持することが可能です。 

これにより温泉水の熱交換器のメンテナンスコストの低減が見込めます。また、温泉水以外に

も、汚泥を含む工場温排水や藻類・貝類を含む海水・河川水など、さまざまな分野の熱交換に応

用でき、未利用熱や再生可能エネルギーの利用促進が期待されます。 

図3 実証試験の様子 
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図 1 開発した回転式熱交換器（概略） 

回転伝熱管

温度境界層

スケール

凝固層 など 流体2

流体1
固定羽根

剥ぎ取ら

れた層

図 2 固形物除去の仕組み 



1．概要 

一般に温泉水はカルシウムや硫黄などの溶解成分を含んでいるため、熱交換器の伝熱面上に温泉スケ

ール※1と呼ばれる固形物として析出し、熱交換を阻害することがあります。そのため、頻繁な清掃が必要で、

メンテナンスコストが高いことが課題でした。 

この問題を解決すべく、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）、国立大学

法人東北大学、株式会社馬渕工業所、一般社団法人小浜温泉エネルギーは、「NEDO先導研究プログラ

ム／エネルギー・環境新技術先導研究プログラム※2」において、伝熱面を回転させ、そこに羽根を押し当て

ることで伝熱面に析出した温泉スケールを剥ぎ取れるようにした熱交換器を開発しました。これにより、表

面を常時温泉スケールが付着していない状態に保つことを可能にし、熱交換の効率を維持することができ

ます。また、長崎県雲仙市の小浜温泉※3で1カ月間の熱交換実験を行った結果、伝熱面からの温泉スケー

ルの除去と熱交換効率の低下抑制に成功しました。 

本技術は熱交換器のメンテナンスコストの低減につながるため、温泉宿などの経費節減や熱利用の促

進などが期待できます。また、温泉熱発電や、汚泥を含む工場温排水、藻類や貝類を含む海水や河川水

との熱交換（冷熱利用）など多岐にわたる分野での利用が期待でき、さらなる未利用熱や再生可能エネル

ギーの利用促進が期待でき、CO2排出削減にも寄与する技術です。 

なお、本成果は9月24日から開催される化学工学会第51回秋季大会にて発表される予定です。 

 

2．今後の予定 

スケールアップした熱交換器を開発し、長期間（3カ月を予定）の現地実証試験を行うことで、さらなる耐

久性向上のための検証を行うほか、熱交換器の高性能化のための研究開発を行います。 

 

【注釈】 

※1 温泉スケール 

温泉水から析出する固体成分（いわゆる湯の花）です。熱交換器表面に析出すると熱交換性能が著しく低下します。2週間

～3カ月に1度の頻度で清掃作業をする事業者もあり、メンテナンスコストが高くなる要因となっています。 

※2 NEDO先導研究プログラム／エネルギー・環境新技術先導研究プログラム 

テーマ名：「固相生成制御型回転式高耐久・高速熱交換器」 

事業期間：2019年7月～2021年7月 

※3 小浜温泉 

100℃以上の高温泉源で湯量も豊富な熱源として利用価値の高い温泉ですが、温泉スケール生成が著しいことで知られてい

ます。 

 

3．問い合わせ先 

（本ニュースリリースの内容についての問い合わせ先） 

NEDO イノベーション推進部 担当：種部、宍戸 TEL：044-520-5174 

東北大学 多元物質科学研究所 研究担当：丸岡 TEL：022-217-5159 

E-mail：nobuhiro.maruoka.d4@tohoku.ac.jp 

報道担当：広報情報室 TEL：022-217-5198 

E-mail：press.tagen@grp.tohoku.ac.jp 

（株）馬渕工業所 担当：遠藤 E-mail：kankyo@mabuchi-engineering.com 

小浜温泉エネルギー 担当：佐々木 E-mail：sasaki@obamaonsen-pj.jp 



 

（その他NEDO事業についての一般的な問い合わせ先） 

NEDO 広報部 担当：坂本、鈴木（美） TEL：044-520-5151 E-mail：nedo_press@ml.nedo.go.jp 


